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1. 本事業について
1.1. 本事業の概要（1/2）

本事業の概要

発注者：厚生労働省社会・援護局保護課保護事業室

事業名：医療扶助等におけるデジタルトランスフォーメーションの推進に関する調査研究一式

期間：令和７年４月１日 ～ 令和８年３月31日

本事業の背景・目的：

医療 DX に関する取組は、2022 年６月に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針 2022」において、「全国医療情報プラッ
トフォームの創設」、「電子カルテ情報の標準化等」及び「診療報酬改定 DX」を行政と関係業界が一体となって推進する方針が示され、こ
れらを統括的に進めるため、政府に「医療 DX 推進本部」を設置することとされたことを契機として本格化した。これを受け、2022 年 10 
月には医療 DX 推進本部が設置され、その後、「医療 DX の推進に関する工程表」が示されるなど、政府全体として医療 DX の取組が
段階的かつ計画的に推進されているところである。こうした動向を踏まえ、生活保護制度においても医療 DX の取組を積極的に取り入れる
観点から、令和６年３月より医療扶助においてオンライン資格確認の仕組みが導入された。今後は、政府全体の医療 DX の取組との整
合性を確保しつつ、医療扶助に加え、介護扶助においても DX を活用した取組を推進することにより、医療扶助及び介護扶助の効率的
かつ効果的な実施や事務の効率化を図るとともに、制度の適正な運用を確保していくことが求められている。

本事業では、医療 DX に係る各般の取組が医療扶助に与える影響、並びに介護 DX に係る各般の取組が介護扶助に与える影響につ
いて調査を行った上で、これらを踏まえた医療扶助等の将来的な在り方について調査・研究を行う。また、既に運用が開始されている医療
扶助のオンライン資格確認を含め、医療扶助等における DX の取組が着実かつ適切に運用されるよう、福祉事務所、医療機関及び介護
サービス事業者等の関係者を対象として、対応力の強化に資する周知・広報等の支援を行う。
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1. 本事業について
1.1. 本事業の概要（2/2）

医療扶助のオンライン資格確認の更なる利活用に向けて、弊社は、特に以下の観点に注力して本業務の各作業を行いました。

• 医療扶助のオンライン資格確認基盤を活用した要否意見書の運用見直し・電子化、および介護DX関連施策を踏まえた介護券等の運用
見直し・電子化の検討を行うことで、福祉事務所業務のDXを図る。

• 介護DXや医療DX等の関連事業の動向を把握した上で本プロジェクトへの影響を調査・整理し、省内の他制度と足並みを揃えた事業推
進を実現する。

• 福祉事務所業務のDX

➢ 要否意見書・介護券等の
運用見直し・電子化による
、紙媒体を利用した業務の
負荷削減（紙の発行・郵
送費用の削減等）

• 医療DX等に係る福祉事務所
の対応力強化

➢ 医療扶助のオンライン資格
確認や電カル、電子処方
箋等、PMH等の医療DX
等に対する運用、機能等に
関する、医療扶助担当者
の理解の深化

• 他制度・事業と足並みを添え
えた事業推進

➢ 医療保険の推進事業（保
険証廃止・電子処方箋・
電カル情報共有等）や介
護DX事業と連携した周知
・課題検討等による国民、
自治体職員の混乱抑制

期待される効果 事業スキーム（イメージ）

※1：社会保険診療報酬支払基金/国民健康保険中央会
※2：医療保険者等向け中間サーバー等/オンライン資格確認等システム

福祉事務所
医療機関等

介護DX等における既存
システムへの影響対応等

• 介護DXに関連した施
策を踏まえた介護扶助
に与える影響への対応
を既存システム・関係
機関への影響も踏まえ
たうえで検討

新システム

要否意見書電子
システム（仮）

※既存システム活用前提

実施機関※1

中間サーバー等/
オン資システム※2

厚生労働省

介護保険資格
確認等WEB

サービス

国保中央会

介護情報
基盤等※3

介護事業所
ケアマネージャ

オンライン資格確認の機
能拡大（医療DX）対
応

• オン資の仕組みを活用
した、要否意見書の電
子化に係る課題の検
討、要件整理を実施

福祉事務所による医療
DX・介護DXへの対応支
援

• 医療DX・介護DXの
関係施策への対応力
向上に資する周知・広
報、特に福祉事務所
向けの説明会を実施

※3 現時点での想定として連携するシステムのイメージを記載
既存システムを最大限活用する効率的な方式を採用する方針

医療DX・介護DXに関連
した施策の影響調査

• 医療DX・介護DXに関
連した施策の動向を年
度を通して把握、医療
扶助等の運用・各シス
テムへの影響を調査、
対応方針の検討
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1. 本事業について
1.2. 本事業の作業内容

調達仕様書「医療扶助等におけるデジタルトランスフォーメーションの推進に関する調査研究一式」の作業スコープに基づき本事業を推
進しました。

本事業の作業内容

概要業務単位

介護 DX における介護
扶助への影響調査、対

応方針の検討

• 介護扶助への影響調査、対応が必要な施策の検討

• 現状コストの調査、コスト削減額の調査

• 実現に向けたロードマップ案の作成

３

医療 DX 等に係る福祉
事務所等の対応力強化
に資する周知・広報

• 福祉事務所に対するオンライン資格確認、医療 DX 等に関する制度説明会の実施

• 説明会資料の作成

• 説明会に係る会計処理等※発生無

４

医療・介護 DX に関連
した施策の影響調査、
対応案等の検討

• 医療・介護 DX に関連した施策の影響調査、対応案等の検討１

要否意見書の電子化に
係る実現方式の検討

• 令和６年度に整理された実現方針に基づいた要否意見書の電子化における課題の検討、
関係者調整

• 要否意見書の電子化に係る要件整理

• 要否意見書の電子化に係る福祉事務所等への周知計画案の検討

２

引継ぎ５ • 令和８年度の業務受託者への引継ぎ書作成

ステータス

完了

完了

完了

完了

完了
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1. 本事業について
1.3. 調達仕様書上の成果物と本報告書の関係

調達仕様書上の成果物と本報告書の対応関係を以下に示します。

調達仕様書上の成果物と本報告書の構成

本報告書の構成 調達仕様書上の成果物 成果物具体

2章 全体 プロジェクト計画書 • プロジェクト計画書（医療扶助等におけるデジタルトランスフォーメーションの推進に関す
る調査研究一式）_20251120_Ver1.2

１．医療・介護 
DX に関連した施
策の影響調査、対
応案等の検討
（P.12)

医療扶助等への影響調
査等報告書

• 医療扶助等への影響調査等報告書_Ver1.0
• 別紙1_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第1回資料_Ver1.0
• 別紙2_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第2回資料_Ver1.0
• 別紙3_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第3回資料_Ver1.0
• 別紙4_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第4回資料_Ver1.0
• 別紙5_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第5回資料_Ver1.0
• 別紙6_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第6回資料_Ver1.0
• 別紙7_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第7回資料_Ver1.0
• 別紙8_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第8回資料_Ver1.0
• 別紙9_医療扶助の救急時医療情報閲覧に関する機能更改に係る影響調査（アン

ケート）_集計_1.0

２．要否意見書
の電子化に係る実
現方式の検討
（P.13~ P.15)

要否意見書の電子化に
係る調査結果報告書医
療扶助への影響調査等
報告書

• 要否意見書の電子化に係る調査結果報告書医療扶助への影響調査等報告書
_20260327_Ver1.0

• 別紙1_要否意見書運用見直しに係るアンケート_集計_ver1.0
• 別紙2_【生活保護システム】ベンダ見積結果_ver1.0
• 別紙3_【医療機関システム】ベンダ見積結果_ver1.0

３．介護 DX に
おける介護扶助へ
の影響調査、対応
方針の検討
（P.16~ P.18)

介護DXにおける介護扶
助への影響調査結果報
告書

• 介護DXにおける介護扶助への影響調査結果報告書_20260327_Ver1.0
• 別紙1_業務プロセス_Ver1.0
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1. 本事業について
1.3. 調達仕様書上の成果物と本報告書の関係

（前頁の続き）

本報告書の構成 調達仕様書上の成果物 成果物具体

2章 ４．医療 DX 等に
係る福祉事務所等
の対応力強化に資
する周知・広報
（P.19~ P.20)

福祉事務所向け説明会
の結果報告書

• 福祉事務所向け説明会の結果報告書_20260327_Ver1.0
• 別紙1_医療扶助のオンライン資格確認および医療DX等に関する制度説明会資料

_Ver1.0
• 別紙2_説明会に関する事前アンケート結果_Ver1.0
• 別紙3_説明会に関する事後アンケート結果_ver1.0

５．引継ぎ
（P.21 ~ P.22)

引継書 • 引継書_Ver1.0

会議付議資料 • キックオフミーティング資料
• ベンダ会議資料
• 他局会議資料
• 他機関会議資料
• 個別会議資料
• 医療機関・介護事業所会議資料
• 定例会議資料
• 最終報告会資料
• 検討ワーキンググループ資料
• 自治体会議資料

会議議事録 • 議事録_キックオフ_20250414_Ver1.0
• 議事録_最終報告_20260327_Ver1.0
• 令和7年度医療扶助等の業務効率化・オンライン化に向けた検討ワーキンググループ（第１

回）議事録_Ver1.0
• 令和7年度医療扶助等の業務効率化・オンライン化に向けた検討ワーキンググループ（第2

回）議事録_Ver1.0

令和7年度報告書 • 令和７年度報告書_Ver1.0
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1. 本事業について
1.4. 作業スケジュール（1/3）

本業務は2025年４月～2026年3月末までの12ヶ月間にわたって実施しました。

作業スケジュール(１/３)

▼プロジェクト計画書納入 令和7年度報告書▼

最終報告▲
マイルストン

2025年 2026年
4月 6月5月 9月8月7月 10月 3月2月1月12月11月

運用に係る課題検討

電子化における
課題の検討/
関係者調整

要件整理

周知計画案
検討

要
否
意
見
書
の
電
子
化
に
係
る
実
現
方
式
の
検
討

結果整理・報告書作成

運用に係る仮説立案/対応方針検討

関係機関からの情報収集

対応方針の策定

課題検討作業引継ぎ・要求事項整理

業務要件整理

機能要件整理

非機能要件整理

インプット収集/作成方針策定

初版作成

レビュー/計画案作成

予算要求支援 見積検討～見積結果整理

医療DX関連施策の影響
調査、対応案等の検討

オン資基盤横断課題検討による他医療DX事業とのすり合わせ

影響調査

課題検討

対応策の策定
報告書作成

システム化に係る課題検討

システム化に係る仮説立案/対応方針検討

関係機関からの情報収集

対応方針の策定
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1. 本事業について
1.4. 作業スケジュール（2/3）

（前頁の続き）

作業スケジュール(２/３)

▼プロジェクト計画書納入 令和7年度報告書▼

最終報告▲
マイルストン

2025年 2026年
4月 6月5月 9月8月7月 10月 3月2月1月12月11月

調査方針整理/インプット収集・整理

対応方針案の策定/貴省としての実現可能性評価

初期仮説立案/課題抽出

課題検討/関係者意見収集

ロードマップ案の作成

現状調査/初期仮説立案

コスト削減額推計

介護扶助への影響整理

初期ヒアリング(一部福祉事務所)

追加ヒアリング(一部福祉事務所)

全福祉事務所アンケート

現状コスト試算

介
護D

X

に
お
け
る
介
護
扶
助
へ
の
影
響
調
査
・
対
応
方
針
の
検
討

報告書作成

介護扶助への
影響調査、対
応が必要な施
策の検討

コスト調査

ロードマップ案
作成
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1. 本事業について
1.4. 作業スケジュール（3/3）

（前頁の続き）

作業スケジュール(３/３)

▼プロジェクト計画書納入 令和7年度報告書▼

最終報告▲
マイルストン

2025年 2026年
4月 6月5月 9月8月7月 10月 3月2月1月12月11月

説明会全体方針策定

事前調査

関係機関へのヒアリング/ベストプラクティス収集

説明会実施概要策定

資料初版作成

資料レビュー/調整

最終化

説明会案内 説明会実施&資料発出

事後アンケートの実施

アンケート回答精査

追加ヒアリング

説明会資料更新

報告書作成

方針策定

説明会資料
作成

説明
会
開催

説明
会
周知

説明
会後
の対
応

福
祉
事
務
所
向
け
説
明
会



11Confidential. Copyright © 2026 Accenture  All rights reserved.

２章：各作業の概要
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2. 各作業の概要
2.1. 医療・介護 DX に関連した施策の影響調査、対応案等の検討

医療・介護DX関連施策が医療扶助制度/医療扶助のオンライン資格確認/支払基金・自治体・医療機関の各種システム等に与える
影響を調査し、課題の検討を行いました。また、貴省が関係者と協議を行う際には、その資料の作成支援を行いました。詳細については
、「医療扶助等への影響調査等報告書_Ver1.0 」に整理しています。

医療・介護DXに関連した施策の影響調査・対応案

医療扶助等への影響調査等報告書_Ver1.0 オンライン資格確認基盤横断課題検討会第1回資料_Ver1.0

✓ 医療DX領域の各施策による医療扶助への影響等
を調査し、影響調査報告書を作成

✓ 医療扶助に影響が有る施策への課題や対応方針
等を記載

✓ 医療DX領域の各施策を横ぐしで検討する場として、
横断会議を実施

✓ 医療扶助に関連する検討等を横断会議資料に記
載
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2. 各作業の概要
2.2. 要否意見書の電子化に係る実現方式の検討
2.2.1 令和６年度に整理された実現方針に基づいた要否意見書の電子化における課題の検討、関係者調整

令和6年度に整理された実現方針を踏まえ、要否意見書の電子化に係る実現方式の課題を整理しました。福祉事務所、医療機関
及びシステムベンダ等の関係者と意見交換を行い、抽出した課題に対する対応方針を検討するとともに、検討経緯や方針を報告書及
び協議用資料として取りまとめました。詳細については、 「要否意見書の電子化に係る調査結果報告書医療扶助への影響調査等報
告書_Ver1.0」に整理しています。

令和６年度に整理された実現方針に基づいた要否意見書の電子化における課題の検討、関係者調整

要否意見書の電子化に係る調査結果報告書医療扶助への影響調査等報告書_Ver1.0

✓ オンライン資格確認実績ログに係るモデル事業を実施するための事業計画書を作成

✓ モデル事業の概要や検証内容、進捗・問合せ管理等を記載
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2. 各作業の概要
2.2. 要否意見書の電子化に係る実現方式の検討
2.2.2 要否意見書の電子化に係る要件整理

令和6年度に策定した実現方針を踏まえ、要否意見書の電子化等に向けた要件整理を実施しました。自治体やシステムベンダ等の関
係機関と調整を行い、業務・システム両面の要件を具体化するとともに、貴省による関係者調整を支援し、その結果を報告書として取り
まとめました。詳細については、「要否意見書の電子化に係る調査結果報告書医療扶助への影響調査等報告書_Ver1.0」に整理し
ています。

要否意見書の電子化に係る要件整理

要否意見書の電子化に係る調査結果報告書医療扶助への影響調査等報告書_Ver1.0

✓ 令和6年度に策定した実現方針を踏まえ、実現方式案としてPMH・診断書連携システ
ムの2案を検討

✓ 今後の電子化に係る検討に活用するためにコスト見積まで実施
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2. 各作業の概要
2.2. 要否意見書の電子化に係る実現方式の検討
2.2.3 要否意見書の電子化に係る福祉事務所等への周知計画案の検討

要否意見書の電子化稼働後の円滑な導入を目的として、福祉事務所及び医療機関等を対象とした周知計画案等を検討しました。
詳細については、「要否意見書の電子化に係る調査結果報告書医療扶助への影響調査等報告書_Ver1.0」に整理しています。

要否意見書の電子化に係る福祉事務所等への周知計画案の検討

要否意見書の電子化に係る調査結果報告書医療扶助への影響調査等報告書_Ver1.0

✓ 要否意見書電子化に係るロードマップをベースに周知計画についても検討

✓ 令和9年度から周知実施を前提に周知計画更新を都度設定
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2. 各作業の概要
2.3. 介護 DX における介護扶助への影響調査、対応方針の検討
2.3.1 介護扶助への影響調査、対応が必要な施策の検討

介護情報基盤等に係る介護DXの検討状況を踏まえ、自治体（福祉事務所）の生活保護システム等を中心に、既存システムが介
護扶助に与える影響を調査しました。あわせて、介護DXの関係者との打合せを通じて課題を整理し、対応が必要な施策や実現方式
案を検討するとともに、厚生労働省の関係者調整を支援しました。詳細については、「介護DXにおける介護扶助への影響調査結果報
告書_Ver1.0」に整理しています。

介護扶助への影響調査、対応が必要な施策の検討

介護DXにおける介護扶助への影響調査結果報告書_Ver1.0

✓ 介護DXの検討状況を踏まえ、既存システムが介護扶助に与える影響を整理

✓ 自治体へヒアリングを行い制度上の運用と実態の乖離についても検証

✓ 介護券廃止に係る運用見直し案を策定し運用見直し後の影響についても調査
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2. 各作業の概要
2.3. 介護 DX における介護扶助への影響調査、対応方針の検討
2.3.2 現状コストの調査、コスト削減額の調査

介護扶助において対応が必要な施策の検討にあたり、福祉事務所を対象に、現状の運用に係るコスト調査を実施しました。あわせて、
想定する実現方式を採用した場合のコスト削減額を試算しました。加えて現行運用については、介護事業所・医療機関等、関係機関
にもヒアリングを実施しました。詳細については、「介護DXにおける介護扶助への影響調査結果報告書_Ver1.0」に整理しています。

現状コストの調査、コスト削減額の調査

介護DXにおける介護扶助への影響調査結果報告書_Ver1.0

✓ ポータルサイトより全福祉事務所に対してアンケート調査を実施

✓ 佐賀関・神崎地域包括支援センター、大東よつば病院へ現行運用・運用見直し案につ
いてヒアリングを行い結果を整理

✓ アンケート、ヒアリングのそれぞれの結果を踏まえコスト削減額を試算
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2. 各作業の概要
2.3. 介護 DX における介護扶助への影響調査、対応方針の検討
2.3.3 実現に向けたロードマップ案の作成

策定した介護券電子化等の実現方式案を基にロードマップ案を作成しました。具体的な作業手順やスケジュールに加え、事業関係者
、マイルストン、各関係者の対応事項を整理しました。あわせて、医療・介護DXの他施策や生活保護制度の動向を踏まえ、最も効率
的に実現可能な進め方を検討しました。詳細については、 「介護DXにおける介護扶助への影響調査結果報告書_Ver1.0」に整理し
ています。

介護券等電子化実現に向けたロードマップ案の作成

介護DXにおける介護扶助への影響調査結果報告書_Ver1.0

✓ 調査結果を踏まえた介護券等電子化に向けたロードマップ案を作成

✓ 事業関係者、マイルストン、各関係者の対応事項を整理



19Confidential. Copyright © 2026 Accenture  All rights reserved.

2. 各作業の概要
2.4. 医療 DX 等に係る福祉事務所等の対応力強化に資する周知・広報
2.4.1 福祉事務所に対するオンライン資格確認、医療 DX 等に関する制度説明会の実施

全福祉事務所の医療扶助担当者を対象に、医療扶助のオンライン資格確認や関連する医療・介護DX施策に関する運用・機能等へ
の理解促進を目的とした説明会をオンラインで実施しました。詳細については、「福祉事務所向け説明会の結果報告書_Ver1.0」に整
理しています。

福祉事務所に対するオンライン資格確認、医療 DX 等に関する制度説明会の実施

福祉事務所向け説明会の結果報告書_Ver1.0

✓ 説明会資料の作成にあたり福祉事務所における課題を事前アンケート・ヒアリング結果をも
とに整理

✓ 円滑な説明会実施のために貴省と協議の上、スケジュール、アジェンダ、周知方針を策定

✓ 説明会の効果検証、後続対応のために事後アンケート調査を設計
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2. 各作業の概要
2.4. 医療 DX 等に係る福祉事務所等の対応力強化に資する周知・広報
2.4.2 説明会資料の作成

医療扶助のオンライン資格確認や関連する医療DX施策に係る運用課題及びその対応方針を中心に、説明会で使用する資料を作成
しました。資料作成の際は、過去の周知成果物や説明会アンケート結果を活用しました。詳細については、  「【別紙1】医療扶助のオン
ライン資格確認および医療DX等に関する制度説明会資料_Ver1.0」 「【別紙2】説明会に関する事前アンケート結果_Ver1.0」、 「【
別紙3】説明会に関する事後アンケート結果_ver1.0」に整理しています。

説明会資料

【別紙1】医療扶助のオンライン資格確認およ
び医療DX等に関する制度説明会資料

_Ver1.0

【別紙2】説明会に関する事前アンケート結果
_Ver1.0

【別紙3】説明会に関する事後アンケート結果
_ver1.0

✓ 説明会資料として、「医療扶助のオンラ
イン資格確認に係る課題」、「医療扶
助のオンライン資格確認基盤を利用し
た機能の活用」、「医療DX・介護DX
事業による医療扶助関連業務への影
響」を整理

✓ 医療券・調剤券情報の登録・更新に
係る運用実態を把握し、その結果を周
知や今後の運用見直しに活用するため
に、事前アンケートを実施し、結果を集
約・整理

✓ 説明会の効果検証および周知資料の
更新、今後の説明会実施要否の判断
を目的として、事後アンケートを実施し、
結果を集約・整理

電子的な医療券・調剤券の登録および紙の医療券・調剤券の発行に関する運用状況について、最も当てはまるものを１つ選択してください。

分類 自治体数 割合

被保護者や医療機関の状況に応じて、電子的な医療券と紙の医療券を使い分けている。 117 25.1%

電子的な医療券の登録・更新はしているが、すべてのケースで紙の医療券も発行している。 271 58.2%

電子的な医療券の登録・更新はしておらず、すべてのケースで紙の医療券を発行している。 65 13.9%

その他 13 2.8%

電子的な医療券・調剤券の登録タイミングに関する現行の運用実態として最も当てはまるものを1つ選択してください。

分類 自治体数 割合

緊急時を除き、被保護者の受診前に都度連携している 58 12.4%

前月末に次月の医療券情報をまとめて登録している 60 12.9%

月末に、事後発行する形でその月の医療券情報をまとめて登録している 157 33.7%

その他 191 41.0%

3.項番3.2.において、⑤その他と回答された場合、回答を記入してください。（自由記述）

分類 自治体数 割合

①緊急時の除き、被保護者の受診前に都度連携している 34 7.3%

②前月末に次月の医療券情報をまとめて登録している 1 0.2%

③月末に事後発行する形でその月の医療券情報をまとめて登録している。 17 3.6%

④日次で連携している。 13 2.8%

⑤週次もしくは隔週で連携している。 44 9.4%

⑥電子的な医療券の登録・更新はしていない。 52 11.2%

⑦月初に当月分の医療券情報をまとめて発行している。 7 1.5%

⑧被保護者の受診後に都度連携している。 9 1.9%

回答無し 14 3.0%

5.電子的な医療券・調剤券を中間サーバーに登録し、医療扶助のオンライン資格確認の運用を行う中で、福祉事務所で実感しているメリットについて当てはまるものを選択してください（複数選択）。

分類 自治体数 割合

医療券・調剤券の確認の手間が減った 0 0.0%

医療券忘れに伴う医療機関からの問い合わせが削減した 47 10.1%

印刷・郵送の手間が減り、事務負担が軽減された 62 13.3%

その他（項番4.6.の自由記述欄にご記入ください） 343 73.6%

その他と回答された場合、回答を記入してください。（自由記述）

分類 自治体数 割合

マイナンバーカードの電子証明書の有効期限が福祉事務所で確認できるようになった。 3 0.6%

資格重複した被保護者の検知が容易となった。 4 0.9%

資格重複した被保護者の検知が容易となった。 336 72.1%

分類 特別区 政令指定都市 中核市 都道府県 一般市 町村

紙の医療券・調剤券の発行枚数　平均 15042 23377 11647 1304 2178 149

電子的な医療券・調剤券の登録件数　平均 14553 13694 11637 863 1636 72

中間サーバーへの連携方式として、普段利用している連携方式を選択してください。

分類 自治体数 割合

統合専用端末 230 49.4%

サーバー間連携 236 50.6%

医療扶助のオンライン資格確認における資格情報の登録・更新作業の頻度について、現行の運用実態として最も当てはまるものを1つ選択してください。

分類 自治体数 割合

被保護者の申請等にあわせて適宜更新 60 12.9%

日次で登録・更新 134 28.8%

週次で登録・更新 56 12.0%

月次で登録・更新を行っている 129 27.7%

その他 87 18.7%

普段活用している中間サーバーへの連携方式と資格情報登録頻度の関係性

統合専用端末を活用 自治体 割合 2_②サーバー間連携によりファイルをアップロードしている

被保護者の申請等にあわせて適宜更新 22 9.6% 1_①統合専用端末を用いて資格情報に関するファイルをアップロードしている

日次で登録・更新 40 17.4%

週次で登録・更新 31 13.5% 1_①資格情報は被保護者の申請等にあわせて適宜更新している

月次で登録・更新を行っている 79 34.3% 2_②資格情報は日次で登録・更新を行っている

その他 58 25.2% 3_③資格情報は週次で登録・更新を行っている

4_④資格情報は月次で登録・更新を行っている

サーバー間連携を活用 5_⑤その他（項番3.3.の自由記述欄にご記入ください）

被保護者の申請等にあわせて適宜更新 38 16.1%

日次で登録・更新 94 39.8%

週次で登録・更新 25 10.6%

月次で登録・更新を行っている 50 21.2%

その他 29 12.3%

医療券・調剤券について

4. 次年度以降も福祉事務所向け説明会の実施を検討しております。開催時期およびテーマのご希望を教えてください。 （自由記述　例：担当者が変わる4月のタイミングで、新任ケースワーカー等に「医療扶助のオンライン資格確認とは何か」を解説する基礎的な説明会を開催してほしい。）

トピック

分類 回答 割合

1.制度・全体理解に繋がる内容 140 61.1%

2.実務・運用に繋がる内容 16 7.0%

3.医療機関側における資格確認事務に関する内容 7 3.1%

4.トピック別の説明会 4 1.7%

5.制度的な説明 3 1.3%

6.他自治体の運用（ベストプラクティス） 4 1.7%

7.その他 4 1.7%

8.特になし 51 22.3%

分類 回答 割合

1.4月～6月 124 54.1%

2.7月～9月 13 5.7%

3.年４回 4 1.7%

4.記載なし 88 38.4%

【資格実績ログ】

1. オンライン資格確認実績ログを現在活用していますか。

分類 政令指定都市特別区 中核市 都道府県 一般市 町村 合計 割合

1_① はい 1 1 6 5 14 1 28 12.4%

2_② いいえ（活用していないが、今後活用を検討している） 2 1 7 18 74 1 103 45.8%

3_③ いいえ（活用しておらず、現時点では活用の予定もない） 0 7 6 11 67 3 94 41.8%

225

2. （1.にて「①はい」を選択した場合）オンライン資格確認実績ログをどのように活用していますか。（該当するものをすべて選択） ※事務連絡「医療扶助に係るオンライン資格確認実績ログ機能の活用について」（令和7年3月31日発出）にて記載されている「オンライン資格確認実績ログ機能のご案内（概要版・詳細版）」等について、以下、「オンライン資格確認実績ログ機能のご案内」とする。

分類 政令指定都市特別区 中核市 都道府県 一般市 町村 合計 割合

1_① 頻回受診の傾向にある被保護者の把握 0 0 3 2 8 0 13 34.2%

2_② 未委託受診の被保護者の特定 1 0 3 2 6 0 12 31.6%

3_③ 医療券情報との組み合わせなど、オンライン資格確認実績ログ機能のご案内で示されている発展的な分析 0 0 2 0 2 0 4 10.5%

4_④ その他自治体独自の分析・活用 0 1 2 1 4 1 9 23.7%

38

【アンケート全体の回答数】

分類 回答数

指定都市 4

特別区 9

中核市 19

都道府県 34

一般市 155

町村 5

合計 229

【説明会に関する項目】

1. 説明会実施の目的を踏まえて、あてはまる項目を教えてください。（該当するものをすべて選択）

分類 政令指定都市特別区 中核市 都道府県 一般市 町村 合計 割合

1_① 医療扶助のオンライン資格確認の導入状況を理解できた。 3 9 18 33 151 5 219 26.5%

2_② 資格情報登録に関する原則を再確認し、福祉事務所において正しい運用を行うための環境整備を進めることができる。 3 7 16 18 111 3 158 19.1%

3_③ オンライン資格確認の流れを正しく理解し、今後医療機関や被保護者からの照会に答えることができる。 2 8 14 11 98 4 137 16.6%

4_④ 健診情報の登録に係る課題等を理解し、健診情報を登録するための環境整備（健康増進事業実施部局（以下、健康部局とする）との調整やデータ整備等）を進めることができる。3 5 13 10 82 1 114 13.8%

5_⑤ オンライン資格確認実績ログの活用方法を理解し、運用に取り入れることができる。 2 1 10 11 65 1 90 10.9%

6_⑥ 医療DX・介護DXの施策を理解し、医療機関・被保護者への適切な案内等、今後の実務対応に取り入れることができる。 2 3 11 15 76 2 109 13.2%
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2. 1.にて選択しなかった項目（不安に感じている項目）について、具体的な理由を教えてください。（自由記述）

分類 回答 割合

1.運用・アクションの不明確さ 65 28.4%

2.システムや機能、制度の理解の難しさ 30 13.1%

3.業務負担・運用困難 38 16.6%

4.データ登録等への課題 29 12.7%

5.特になし 67 29.3%
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3. 1.にて選択しなかった項目（不安に感じている項目）について、どのような説明資料やコンテンツ等があれば理解が深まると考えるか、ご記入ください。（自由記述）

トピック

分類 回答 割合

1.基礎的な内容の資料(容易に内容がわかる資料） 73 31.9%

2.医療機関側の業務がわかり、問合せ回答に繋がる資料 25 10.9%

3.先進自治体のベストプラクティスがわかる資料 23 10.0%

4.トピック（健診・保健指導/資格実績ログ/介護　等）ごとの資料 14 6.1%

5.その他 12 5.2%

6.特になし 82 35.8%
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2. 各作業の概要
2.5. 引継ぎ

本業務の成果物一式を令和７年度の業務受託者に引継ぐため、本業務の成果物を纏めた「引継書」を作成しました。

引継書
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2. 各作業の概要
2.5. 引継ぎ

引継ぎ対象とする成果物の一覧は以下の通りです。

成果物の一覧

成果物名

プロジェクト計画書（医療扶助等におけるデジタルトランスフォーメーションの
推進に関する調査研究一式）_20251120_Ver1.2

医療扶助等への影響調査等報告書_20260327_Ver1.0

別紙1_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第1回資料_Ver1.0

別紙2_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第2回資料_Ver1.0

別紙3_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第3回資料_Ver1.0

別紙4_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第4回資料_Ver1.0

別紙5_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第5回資料_Ver1.0

別紙6_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第6回資料_Ver1.0

別紙7_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第7回資料_Ver1.0

別紙8_オンライン資格確認基盤横断課題検討会第8回資料_Ver1.0

別紙9_医療扶助の救急時医療情報閲覧に関する機能更改に係る影響
調査（アンケート）_集計_1.0
要否意見書の電子化に係る調査結果報告書医療扶助への影響調査等
報告書_20260327_Ver1.0

別紙1_要否意見書運用見直しに係るアンケート_集計_ver1.0

別紙2_【生活保護システム】ベンダ見積結果_ver1.0

別紙3_【医療機関システム】ベンダ見積結果_ver1.0

介護DXにおける介護扶助への影響調査結果報告書
_20260327_Ver1.0

別紙1_業務プロセス_Ver1.0

成果物名

福祉事務所向け説明会の結果報告書_20260327_Ver1.0

別紙1_医療扶助のオンライン資格確認および医療DX等に関する制度説
明会資料_Ver1.0

別紙2_説明会に関する事前アンケート結果_Ver1.0

別紙3_説明会に関する事後アンケート結果_ver1.0

引継書_Ver1.0

キックオフミーティング資料

ベンダ会議資料

他局会議資料

他機関会議資料

個別会議資料

医療機関・介護事業所会議資料

定例会議資料

最終報告会資料

検討ワーキンググループ資料

自治体会議資料

令和７年度報告書_20260327_Ver1.0
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